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NARA-EURASIA Instiute Forum 2019

日時：2019年12月7日（土）

会場：奈良県立大学　３号館

主催：奈良県立大学

《
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
の
趣
旨
》

◎ 「
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
」は
、２
０
１
５（
平
成
27
）年
10
月
に
奈
良
県
立
大
学
に
設
置
さ

れ
、
奈
良
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
関
わ
る
多
様
な
分
野
の
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎ 

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、そ
の
調
査
研
究
活
動
の
一
環
と
し
て
、２
年
前
に
引
き
続
き「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

教
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。

◎ 

従
来
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
と
奈
良（
日
本
）と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、主
に
サ
ー
サ
ー
ン
朝
な
ど

ペ
ル
シ
ア
中
心
地
か
ら
の
文
化
伝
播
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

◎ 

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、新
た
に「
中
央
ア
ジ
ア・ソ
グ
ド
系
文
化
」と
い
う
視
座
も
採
り
入
れ
、

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
神
官
に
よ
る
祭
式
の
再
現
や
、世
界
第
一
線
で
活
躍
す
る
諸
分
野
の
専
門
家
に

よ
る
最
新
研
究
成
果
報
告
な
ど
で
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

◎ 

古
代
の
奈
良（
日
本
）に
、ペ
ル
シ
ア
系
と
ソ
グ
ド
系
の
二
つ
の
中
心
を
持
つ
イ
ラ
ン
文
化
が
並
行・

重
層
的
に
渡
来
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
奈
良
の
文
化
資
源
に
も「
新
た
な
魅
力
」が
発
見
で
き
る

も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

◎ 

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
含
め
、
本
セ
ン
タ
ー
活
動
の
成
果
を
広
く
内
外
に
発
信
し
、
県
民
生
活
の

向
上
や
奈
良
の
知
名
度
・
国
際
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 

奈
良
県
立
大
学
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

 

副
セ
ン
タ
ー
長･

特
任
准
教
授　
中
島
敬
介

「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
と
大
乗
仏
教
」
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【図版】	 右ページ上　：チンワトの橋（木彫）
	 　　〃　下　：護摩焚き
	 左ページ中右：フォーラムチラシ
	 　　〃　中左：フォーラムプログラム
	 　　〃　下　：祭式パフォーマンス

中央アジアで生まれたゾロアスター教は、南下と西進の果てに、ペルシアの国教となった。
大きな乗り物（大乗）となった仏教は、北上・東進し、奈良（日本）の礎を築いた。

両教は、違っているのに、どこか似ている。奈良に根づいた信仰・文化とゾロアスター教…。
そろそろ決着つけようか。
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菅谷文則の直感と推理
－唐招提寺薬師如来立像左掌の埋銭－

奈良県立大学ユーラシア
研究センター　特任准教授

中島 敬介
Keisuke NAKAJIMA

◎ 

Ｂ
．Ｃ
．17
～
10
世
紀
ご
ろ
、
ザ
ラ
ス
シ
ュ
ト
ラ
・
ス
ピ
タ
ー
マ

（
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
）が
創
唱
し
た
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
は
、
倫
理
的
善
悪

二
元
論
は
不
変
の
教
義
と
し
な
が
ら
も
、複
数
の
興
隆
期・暗
黒
期
を

経
て
神
格
構
造
が
遷
移
す
る
な
ど
、時
代
に
よ
る
大
き
な
変
容
が
認
め

ら
れ
る
。

◎ 

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
と
奈
良（
日
本
）と
の
関
わ
り
に
お
い
て
は
、ど
の

時
代
・
地
域
の
教
義
や
祭
式
を
対
象
に
考
え
る
か
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
。

◎ 

故・菅
谷
文
則
さ
ん（
前
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
長
）は
、
視

点
を
従
来
の
ペ
ル
シ
ア
国
教
型
か
ら
、
イ
ラ
ン
高
原
北
東
部
か
ら
中

国
に
入
っ
た
中
央
ア
ジ
ア
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
移
し
、
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
の
都
市
国
家・ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
の
民（
ソ
グ
ド
人
／
胡
人
）の

動
向
に
注
目
し
た
。

◎ 

と
く
に
唐
招
提
寺
で
鑑
真
和
上
を
継
い
だ
「
安
如
宝
」
が
胡
人
で
あ

り
、そ
の
如
宝
が
造
立
し
た
金
堂
薬
師
如
来
立
像
左
掌
の
埋
銭
と
、『
唐

会
要
』（
９
６
１
年
成
立
）に
記
述
さ
れ
た
ソ
グ
ド
人
の
風
俗
慣
習
と

の
類
似
性
を
、
は
や
く
か
ら
指
摘
し
て
い
た
。

◎ 

こ
の
菅
谷
前
所
長
の
魅
力
的
な「
仮
説
」は
、ど
の
よ
う
に
捉
え
得
る

か
。 

唐
招
提
寺
石
田
太
一
副
執
事
長
に
お
う
か
が
い
し
た
。

◎ 

如
宝
さ
ん
は
、
鑑
真
和
上
・
法
載
・
義
静
（
い
ず
れ
も
漢
人
）

に
次
ぐ
唐
招
提
寺
第
四
世
で
、安
と
い
う
姓
か
ら
胡
人
と
見
ら

れ
て
い
る
。金
堂
の
薬
師
如
来
立
像
は
如
宝
さ
ん
の
造
立
に
よ

る
も
の
で
、
銅
銭
３
枚
が
埋
納
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
国
内

銭
で
平
安
期
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

◎ 

た
だ
、
如
宝
さ
ん
以
前
の
造
立
で
あ
る
本
尊
・
盧
舎
那
仏
の
両

方
の
掌
に
も
大
小
２
つ
の
「
玉
」
が
埋
め
込
ま
れ
、
ま
た
新
宝

蔵
に
安
置
さ
れ
た
仏
像
の
胸
部
に
も
「
瑠
璃
玉
」
ら
し
き
埋
納

品
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
唐
招
提
寺
の
造

像
は
、
唐
代
の
芸
術
様
式
を
反
映
し
た
当
時
最
先
端

を
ゆ
く
も
の
で
、
従
来
の
天
平
芸
術
様
式
と
は
違
っ

て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

◎ 

鑑
真
和
上
座
像
も
、こ
の
時
代
に
は
画
期
的
な「
あ
り

の
ま
ま
」の
鑑
真
さ
ん
を
写
し
た
肖
像
だ
っ
た
。興
味

深
い
の
は
、そ
の
座
像
の
内
部
が「
真
っ
白
」な
こ
と
。

火
葬
さ
れ
た
鑑
真
さ
ん
の
遺
骨
を
粉
末
に
し
て
塗
り

込
め
ら
れ
て
い
る
。唐
招
提
寺
で
は「
大
切
な
も
の
を

内
に
込
め
る
」
と
い
う
伝
統
が
あ
る
よ
う
だ
。

◎ 

金
堂
薬
師
如
来
立
像
の
埋
銭
３
枚
は
、
如
宝
さ
ん
に

と
っ
て
―
大
切
で
か
け
が
え
の
な
い
―
鑑
真
和
上・

法
載・義
静
の
恩
師・先
輩
を
象
徴
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
各
銅
銭
の
年
代
も
３
人
の
時
代
に
ほ
ぼ

合
っ
て
い
る
。

 

石
田
太
一
［
唐
招
提
寺
副
執
事
長
］

◎ 

菅
谷
前
所
長
の
推
理
は「
安
如
宝
は
、晩
年
に
造
立
し
た
薬

師
如
来
像
の
掌
中
に
追
憶
の
ソ
グ
ド
の
通
過
儀
礼
で
あ
る

『
掌
中
銭
』を
再
現
し
た
の
で
は
な
い
か
」と
い
う
も
の
だ
っ

た
。
こ
の
一
文
の
前
に
、
石
田
副
執
事
長
の「
唐
招
提
寺
の

『
大
切
な
も
の
を
内
に
込
め
る
』と
い
う
伝
統
を
継
承
し
た

安
如
宝
」
と
い
う
ご
教
示
を
重
ね
て
、
結
論
に
代
え
た
い
。
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９世紀におけるゾロアスター教
－関係文献の作成とイスラームとの相互影響－

ドイツ・ルール大学ボーフム　教授

キヤーヌーシュ・レザーニヤー
Kianoosh REZANIA

・ 

言
語
学
上
、イ
ラ
ン
語
は
歴
史
的
に
古
代・中
世・近
世
に
分
け
ら
れ
、

中
世
イ
ラ
ン
語（
Ｂ
．Ｃ
．３
０
０
～
Ａ
．Ｄ
．９
０
０
）の
コ
ー
パ
ス
で

最
も
多
く
約
80
万
語
を
占
め
る
の
が
、
イ
ラ
ン
西
部
の
中
世
ペ
ル

シ
ア
語（
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
語
）文
献
で
あ
る
。

・ 

そ
の
う
ち
の
約
90
％
を
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
関
連
の
テ
キ
ス
ト
が
占

め
る
。注
目
さ
れ
る
の
は
―
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
語
が
サ
ー
サ
ー
ン
朝
の

公
用
語
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
―
ほ
と
ん
ど
が
、聖
典『
ア
ヴ
ェ
ス

タ
ー
』の
翻
訳・
解
説・
派
生
書
等
に
費
や
さ
れ
、
サ
ー
サ
ー
ン
朝
の

教
養
や
国
民
史（
叙
事
詩
）が
、ほ
ぼ
記
録
さ
れ
て
い
な
い（
３
％
未
満
）

こ
と
だ
。

・ 

こ
れ
は
、９
世
紀
ご
ろ
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
神
官
た

ち
に
よ
る
著
作
活
動
の
精
力
が
―
イ
ス
ラ
ー
ム
の
圧
力
に
対
抗
し
て

―
口
承
教
義
の
書
物
化
に
よ
る
教
団
の
維
持
に
向
け
ら
れ
た
か
ら
だ

が
、そ
の
た
め
に
サ
ー
サ
ー
ン
朝
の
伝
統
的
な
知
的
遺
産
を
活
用
す
る

発
想
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

・ 

一
方
、こ
れ
と
は
対
照
的
に
、同
時
期
の
初
期
イ
ス
ラ
ー
ム
は
積
極
的

に
サ
ー
サ
ー
ン
朝
の「
伝
統
」を
吸
収
し
た
。サ
ー
サ
ー
ン
朝
が
継
承

し
た
王
朝
の
歴
史・
叙
事
詩・
ペ
ル
シ
ア
の
系
図
、さ
ら
に
は
ゾ
ロ
ア

ス
タ
ー
教
の
知
識
の
一
部
を
も
取
り
込
む
な
ど
、サ
ー
サ
ー
ン
朝
の
国

家
の
歴
史
を
包
括
的
に
統
合
し
、こ
れ
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
義

や
慣
習
を
豊
か
に
す
る
方
法
を
採
っ
た
の
で
あ
る
。

◎ 

初
期
イ
ス
ラ
ー
ム
期
に
お
け
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
変
容

・ 

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
世
界
観
・
倫
理
観
が
、
善
神（
霊
）・
オ
フ
ル
マ

ズ
ド（
ア
フ
ラ・マ
ズ
ダ
ー
）と
悪
霊（
神
）・
ア
フ
レ
マ
ン（
ア
ン
ラ・

マ
ン
ユ
）の
存
在
が
前
提
と
す
る「
二
元
論
」で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。し
か
し
、こ
の
よ
う
な
二
元
論
は
サ
ー
サ
ー
ン
朝
期
の

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
は
見
ら
れ
な
い
。

・ 

サ
ー
サ
ー
ン
朝
期
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
で
は
、宇
宙（
世
界
）創
世
の

起
点
に
存
在
す
る
の
は
―
善・悪
の
２
神
で
は
な
く
―
唯
一
絶
対
の

「
永
遠
Ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
」で
あ
る
。
善・
悪
の
神
は
、
こ
の「
永
遠
」

が「
時
間
」
―
年・月・日
と
い
っ
た
一
定
の
時
の
区
分
―
に
変
化
し

た
瞬
間
、「
永
遠
Ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
」の
双
子
の
子
神
と
し
て「
出

産
」さ
れ
る
。

・ 

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
が
二
元
論
の
宗
教
に
変
容
す
る
の
は
、サ
ー
サ
ー
ン

朝
の
滅
亡（
７
世
紀
）以
後
、９
世
紀
に
入
っ
て「
ペ
ル
シ
ア
・
イ
ス

ラ
ー
ム
」世
界
が
姿
を
現
す
、初
期
イ
ス
ラ
ー
ム
期
で
あ
る
。こ
の
時

代
の
環
境
の
変
化
―
イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
対
立
を
伴
う
接
触
―
が
、

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
を
今
日
知
ら
れ
る
二
元
論
の
宗
教
に
変
え
た
の
で

あ
る
。

・ 

イ
ス
ラ
ー
ム
の
最
高
原
理
は「
ア
ッ
ラ
ー
＝
唯
一
絶
対
神
」で
あ
り
、

こ
れ
以
外
の
神
の
存
在
を
許
す
宗
教
を
全
否
定
す
る
。イ
ス
ラ
ー
ム
と

対
立
し
た
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
側
は「
一
神
教
＝
排
他
的
概
念
」と
捉

え
、自
ら
の
信
仰
を
―
イ
ス
ラ
ー
ム
の
よ
う
な
―
一
神
教
と
区
別
す

る
た
め
、世
界
観・倫
理
観
か
ら「
一
元
論
」的
要
素
を
取
り
除
い
た
。

・ 

そ
の
結
果
、イ
ス
ラ
ー
ム
の
一
神
教
と
は
対
照
的
な「
二
元
論
」が
新

た
な
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
神
学
原
理
と
な
り
、唯
一
神
か
ら
生
じ
た
従
来

の
２
霊（
神
）を
善
神
・
悪
神
に
区
分
す
る
二
元
論
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

教
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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◎ 

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
お
い
て
は
、
教
徒
が
亡
く
な
る
と
死
体
が
ダ
フ

マ（
葬
送
施
設
）に
搬
入
さ
れ
る
ま
で
の
間
、「
サ
グ
・
デ
ィ
ー
ド
」

と
呼
ば
れ
る「
犬
」を
用
い
た
死
体
浄
化
の
儀
式
が
行
わ
れ
る
。パ
フ

ラ
ヴ
ィ
ー
語（
中
世
ペ
ル
シ
ア
語
）で
ｓ
ａ
ｇ
は「
犬
」、－ｄ
ー
ｄ
は

「
視
る
」を
意
味
し
、「
４
つ
の
眼
」を
持
つ
ｓ
ａ
ｇ
、
す
な
わ
ち
眼
の

上
に
斑
点
模
様
の
あ
る
犬
が
用
い
ら
れ
る
。

◎ 

中
世
ペ
ル
シ
ア
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
で
は
、善
悪
二
元
論
に
基
づ
き
、

善
な
る
動
物
で
あ
る
犬
が
視
つ
め
る
こ
と
で
、
死
体
に
取
り
憑
い
た

悪
魔
を
追
い
払
う
と
考
え
ら
れ
た
の
だ
。

◎ 

近
代
に
お
い
て
ペ
ル
シ
ア
に
残
存
し
た
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
に
関
す

る
研
究
で
は
、サ
グ・デ
ィ
ー
ド
に
お
け
る
犬
の
役
割
は
、死
体
に
尿

を
か
け
て
浄
化
す
る
役
割
に
変
化
し
て
い
る
。

◎ 

同
様
の
サ
グ・
デ
ィ
ー
ド
は
、
ダ
フ
マ
の
タ
イ
プ
が「
沈
黙
の
塔
」に

変
化
し
た
、パ
ー
ル
シ
ー（
イ
ン
ド
に
移
住
し
た
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
）

の
臨
終
儀
式
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

◎ 

中
央
ア
ジ
ア・ソ
グ
ド
人
の
サ
グ・デ
ィ
ー
ド
の
詳
細
は
わ
か
っ
て
い

な
い
が
、各
種
資
史
料
か
ら
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
。発
掘
さ
れ
た

６
～
７
世
紀
の
納
骨
壺
に
は
犬
の
レ
リ
ー
フ
が
彫
ら
れ
、
ま
た
犬
と

神
を
祀
る
月
例
祭
の
記
述
も
残
さ
れ
て
い
る
。
９
世
紀
の
も
の
に
は

石
棺
を
運
ぶ
馬
の
前
に
犬
が
描
か
れ
て
お
り
、
臨
終
儀
式
の
順
序
と

儀
礼
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、中
国
に
残
さ
れ
た
史
料
に
は
、７

世
紀
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド（
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
の
代
表
的
都
市
国
家
）の
ゾ

ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
が
共
同
で
犬
を
飼
い
、遺
体
を
食
べ
さ
せ
る
浄
化
儀

式
を
執
り
行
っ
て
い
た
と
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

◎ 

中
国
で「
祆
教（
け
ん
き
ょ
う
）」と
呼
ば
れ
た
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
は
、

中
央
ア
ジ
ア
の
ソ
グ
ド
人
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
が
、あ
る
い
は
こ
の
よ

う
な
サ
グ
・
ディ
ー
ド
の
儀
式
も
伝
わ
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

◎ 

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
サ
グ・ディ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、記
録
や
史
料
が

乏
し
く
、簡
単
に
決
意
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、時
代
の
変
遷

や
波
及
し
た
地
域
の
環
境
等
に
応
じ
て
、「
行
為
」は
さ
ま
ざ
ま
に
変

化
し
た
も
の
の
、善
な
る
動
物
で
あ
る
犬
を
用
い
て
死
体
を
浄
化
さ

せ
る
と
い
う「
本
質
」は
不
変
の
ま
ま
維
持
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
と
思
わ
れ
る
。

サグ・ディード考
－ゾロアスター教の臨終祭式とそのシルクロードにおける波及－

曁 南 大 学  教 授

張 小貴
Xiaogui ZHANG
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タジキスタンのゾロアスター教拝火寺院

タジキスタン国立古代博物館　職員

キャミラ・マジュルーノヴァ
Kamila MAJLUNOVA

◎ 

も
と
も
と
ア
ー
リ
ア
人
は
、ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
が
出
現
す
る
以
前
か
ら
、

伝
統
的
に
火
を
至
上
の
存
在
と
し
て
崇
拝
し
、太
陽
と
月
を
火
が
具
現

化
さ
れ
た
も
の
と
見
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
火
の
崇
拝
者
で
あ
っ
た

ア
ー
リ
ア
人
に
と
っ
て
、宗
教
上
の
最
重
要
原
則
は
―
多
神
教
信
仰

で
は
あ
っ
た
も
の
の
―
ア
フ
ラ・マ
ズ
ダ
ー
が
存
在
し
、か
つ
そ
れ
を

最
高
神
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

◎ 

そ
れ
を
う
か
が
わ
せ
る
遺
跡
が
、タ
ジ
キ
ス
タ
ン・西
バ
タ
フ
シ
ャ
ー

ン
州
、パ
ミ
ル
地
方
の
カ
ロ
ン（
４
０
０
０
年
前
の
都
市
遺
跡
）か
ら

発
掘
さ
れ
て
い
る
。出
土
し
た
５
つ
の
ド
ー
ム
は
古
代
の
拝
火
施
設
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。パ
ミ
ル
地
方
で
は
、ず
っ
と
時
代
が
下
っ
た
５
～

６
世
紀
の
カ
フィ
ル
カ
ラ
遺
跡
か
ら
も
、火
の
寺
院
跡
が
発
掘
さ
れ
て

い
る
。

◎ 

同
じ
く
パ
ミ
ル
地
方
の
民
家
に
は
、入
り
口
右
側
に
円
形
の
暖
炉
が
あ

る
。結
婚
式
や
旅
行
の
前
な
ど
に
は
、暖
炉
に
拝
礼
す
る
風
習
が
今
も

残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
民
家
の
伝
統
的
な
天
井
建
築
様
式
は
地
元
で

「
チ
ュ
ー
ト（
Ｃ
ｈ
ｕ
ｄ
）」と
呼
ば
れ
る
が
、こ
の
採
光
施
設
は
太
陽・

月
な
ど
―
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
も
含
め
―
古
代
ア
ー
リ
ア
人
の
思
想

（
信
仰
）を
具
体
的
に
示
す
も
の
考
え
ら
れ
て
い
る
。

◎ 

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
南
部
の
タ
フ
ティ・サ
ン
ギ
ン
遺
跡（
Ｂ
．Ｃ
．５
世
紀
～

Ａ
．Ｄ
．５
世
紀
）で
は
有
名
な
オ
ク
ス
寺
院
が
発
掘
さ
れ
て
お
り
、拝
火

杯
も
出
土
し
て
い
る
。オ
ク
ス
寺
院
は
ギ
リ
シ
ア
の
影
響
も
受
け
て
い

る
が
、祭
壇
背
後
に
ア
テ
シ
ュ
ガ
ー（
灰
を
貯
め
る
穴
）を
持
つ
こ
と

か
ら
、火
の
寺
院
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。な
お
、す
べ
て
の
祭
壇
や
灰

の
貯
蔵
場
所
は
、破
損
の
可
能
性
を
想
定
し
て
、耐
久
性
に
優
れ
た
日

干
し
煉
瓦
で
上
部
が
覆
わ
れ
て
い
る
。

◎ 

北
部
の
ソ
グ
ド
州
（
ク
ム
、
ア
ク
テ
ッ
パ
、
ガ
ル
ダ
ニ
・
ヒ
ソ
ー
ル
、

ハ
ヴ
ル
ジ
ュ
シ
ャ
）か
ら
は
、建
物
が
ほ
ぼ
当
時
の
状
態
の
ま
ま
で
発

掘
さ
れ
、
複
数
の
聖
所
、
拝
火
壇
等
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

◎ 

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
の
歴
史
学・考
古
学
上
の
成
果
に
よ
れ
ば
、い
ず
れ
の

火
の
寺
院
も
中
央
が
ド
ー
ム
状
で
、
祭
壇
は
広
く
四
角
い
部
屋
の
中

央
に
造
ら
れ
て
い
る
。

◎ 

一
方
、
そ
れ
ら
を
子
細
に
見
る
と
、
地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
異

な
っ
て
お
り
、パ
ミ
ル
地
方
の
火
の
寺
院
は
、高
山
地
帯
や
小
高
い
丘

の
上
に
建
て
ら
れ
、上
部
が
覆
わ
れ
て
い
な
い
。こ
れ
に
対
し
、南
部

と
北
部
の
寺
院
は
、
要
塞
状
に
囲
わ
れ
た
エ
リ
ア
の
内
部
に
密
封
的

に
造
ら
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
造
り
お
の
違
い
に
よ
り
、機
能
も
そ

の
一
部
が
異
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
本
質
的
な
火
へ
の

信
仰
の
意
味
は
共
通
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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◎ 「
ナ
オ
ジ
ョ
テ（
Ｎａｖ
ｊ
ｏ
ｔｅ
）」と
は
パ
ー
ル
シ
ー（
イ
ン
ド
の
ゾ

ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
）の
子
弟
に
施
さ
れ
る
入
信
式
で
、「
新
し
く
・
祈

り
を
捧
げ
る
者
」を
意
味
す
る
、ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
に
と
っ
て
最
も

重
要
な
儀
式
。こ
れ
を
経
た
者
は
、そ
の
日
か
ら
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
コ

ミ
ュ
ニ
ティ
の
一
員
と
な
り
、そ
の
慣
習
や
規
律
に
従
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

◎ 

も
と
も
と
、
ナ
オ
ジ
ョ
テ
は
、
15
歳
前
後
の
子
供
を
対
象
に
行
わ
れ

て
い
た
が
、そ
の
後
、徐
々
に
低
年
齢
化
し
、今
で
は
７
歳
の
子
供
に

対
し
て
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。現
在
、ナ
オ
ジ
ョ
テ
の
儀
式
を

受
け
る
の
は
、７
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の
子
供
で
あ
る
。低
年
齢
化
は
、

イ
ン
ド
の
生
活
風
習
の
影
響
に
因
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い

は
、イ
ラ
ン
で
は
５
歳
く
ら
い
か
ら
宗
教
面
で
の
教
育
を
始
め
、７
歳

で
入
信
で
き
る
準
備
を
し
て
い
る
か
ら
、こ
ち
ら
の
影
響
が
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

◎ 

こ
の
儀
式
で
は
、ま
ず
聖
な
る
シ
ャ
ツ「
ス
ド
ラ（
Ｓ
ｕ
ｄ
ｒ
ｅ
ｈ
）」

と
聖
な
る
紐「
ク
ス
ティ（
Ｋ
ｕ
ｓ
ｔ
ｉ
）」を
着
せ
る
。

◎ 

「
精
神
世
界
」と「
物
質（
肉
体
）世
界
」の
二
元
性
を
説
く
ゾ
ロ
ア
ス

タ
ー
教
で
は
、祈
り
や
儀
式
は
人
間
が
精
神
世
界
と
コ
ン
タ
ク
ト
す
る

た
め
に
欠
か
せ
な
い
。教
徒
は
常
に
清
浄
な
衣
服
で
あ
る
ス
ド
ラ
と
ク

ス
ティ
を
身
に
つ
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。脱
ぐ
の
は
沐
浴
の
時

だ
け
で
、
そ
の
時
も
３
歩
以
上
離
し
て
置
く
こ
と
は
し
な
い
。

◎ 

ス
ド
ラ
と
ク
ス
ティ
は「
悪
」が
体
内
に
侵
入
す
る
の
を
防
ぐ
大
事
な

バ
リ
ア
。と
く
に
ク
ス
テ
ィ
は
下
か
ら
入
っ
て
き
た「
悪
」を
上
半
身

に
行
か
せ
な
い
よ
う
に
す
る「
シ
ャ
ッ
タ
ー
」の
役
割
を
し
て
い
る
。

◎ 

ス
ド
ラ
は
９
つ
の
部
分
か
ら
成
る
が
、ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
対
す
る
忠

誠
と
信
仰
を
意
味
す
る「
ギ
ー
レ
バ
ー
ン（
Ｇ
ｉ
ｒｅ
ｈ︲
ｂ
ａ
ｎ
）」と

い
う
、蓋
に
紐
の
つ
い
た
ポ
ケ
ッ
ト
が
最
重
要
。別
名「
善
行
を
入
れ

て
お
く
袋
」と
も
呼
ば
れ
、純
潔
と
善
行
を
象
徴
す
る
。亡
く
な
る
時

は
ス
ド
ラ
だ
け
を
身
に
ま
と
い
、ポ
ケ
ッ
ト
に
善
行
だ
け
を
入
れ
て
旅

立
つ
。

◎ 

ス
ド
ラ
は「
幸
運
な
道
筋
」と「
扱
い
や
す
い
服
」の
二
つ
の
意
味
を
持

ち
、
素
肌
に
着
る
。
そ
の
上
か
ら「
ク
ス
テ
ィ
」を
腰
の
周
り
に
３
回

巻
く
。
子
羊
の
毛
糸
72
本
で
作
ら
れ
、
無
垢
と
純
潔
を
表
す
と
と
も

に
、左
右
前
後
に
結
び
を
付
け
て「
正
し
い
方
向
」が
示
さ
れ
て
い
る
。

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
は
、自
分
の
幸
福
よ
り
も
、世
の
た
め
人
の
た
め
に

尽
く
す
こ
と
を
教
え
る
。ク
ス
ティ
を
巻
く
の
は
、教
徒
が
そ
の
教
え

を
確
信
し
、
自
ら
そ
の
用
意
が
で
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

◎ 

ナ
オ
ジ
ョ
テ
で
は
、「
ナ
ー
ン（
Ｎ
ａ
ｈ
ａ
ｎ
）」（
ザ
ク
ロ
の
葉
を
食
べ
、

ｎ
ｉｒａｎ（
牛
の
尿
）を
口
に
運
ぶ
な
ど
）等
の
さ
ま
ざ
ま
な
儀
式
が

続
く
が
、最
も
重
要
な
の
は
子
供
が
信
仰
箇
条
を
唱
え
る
部
分
。こ
れ

に
よ
っ
て
善
思
、
善
語
、
善
行
の
実
践
を
心
に
刻
む
。

◎ 

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
は
、魂
の
救
済
の
た
め
に
、己
の
内
面
を
見
つ
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
信
じ
る
。ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
道
徳
的
構
造
の

要
は
、
思
考
、
言
葉
、
行
い
の
三
位
一
体
な
の
で
あ
る
。

ゾロアスター教祭式の象徴
－成人儀礼・ナオジョテについて－

アソーナン・マンダル神学校（ムンバイ）
教授（校長・理事） ／  博士（哲学）

パルヴェーズ・バジャーン
Parvez Minocher BAJAN
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中央アジアにおけるゾロアスター教と大乗仏教

静 岡 文 化 芸 術 大 学
文化・芸術研究センター　教授

青木 健
Takeshi  AOKI

◎ 

こ
れ
ま
で
イ
ス
ラ
ー
ム
以
前
の
中
央
ア
ジ
ア
の
宗
教
を
論
じ
る
場
合
、

「
中
国
語
資
料
」の
プ
リ
ズ
ム
を
通
し
て
、「
大
乗
仏
教
」の
観
点
か
ら

扱
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。今
後
は
、イ
ラ
ン
側
の
資
料
を
通
し
て
観
察

す
る
こ
と
も
重
要
で
は
な
い
か
。

〈
貨
幣
の
銘
文
〉
　
コ
イ
ン
の
銘
文
は
、国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
表
明
す
る

場
で
も
あ
る
。サ
ー
サ
ー
ン
朝
銀
貨
の
銘
文
は
、５
世
紀
前
半
ま
で
は

「
皇
帝
＝
現
人
神
思
想
」を
表
明
し
て
お
り
、コ
イ
ン
裏
面
の
拝
火
壇
以

外
に
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
的
要
素
を
見
出
せ
な
い
。し
か
し
、５
世
紀
半

ば
に
皇
帝
が
頻
繁
に
中
央
ア
ジ
ア
に
遠
征
す
る
よ
う
に
な
る
と
、「
ゾ

ロ
ア
ス
タ
ー
教
伝
説
」に
因
ん
だ
銘
文
が
登
場
す
る
。発
表
者
は
、こ

の
変
化
は
、ペ
ル
シ
ア
帝
国
宮
廷
が
直
接
的
に
中
央
ア
ジ
ア
の
ゾ
ロ
ア

ス
タ
ー
教
文
化
に
触
れ
た
こ
と
で
齎
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

〈
ペ
ル
シ
ア
皇
帝
の
勅
令
〉
　
５
世
紀
前
半
に
サ
ー
サ
ー
ン
朝
ペ
ル
シ
ア

帝
国
か
ら
ア
ル
メ
ニ
ア
王
国
へ
示
達
さ
れ
た
勅
令
に
拠
れ
ば
、彼
ら
は

ズ
ル
ヴ
ァ
ー
ン
と
云
う
時
間
の
神
を
崇
拝
す
る
拝
時
教
徒
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、６
世
紀
後
半
に
完
成
さ
れ
た
中
世
ペ
ル
シ
ア
語
文
献
に
は
、

二
元
論
的
な
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。つ
ま
り
、５
世

紀
前
半
か
ら
６
世
紀
後
半
に
至
る
１
０
０
年
間
に
、ペ
ル
シ
ア
帝
国
の

宗
教
を
揺
る
が
す
よ
う
な
何
か
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。発
表
者
は
、

５
世
紀
半
ば
に
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
二
元
論
的
な
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
が

伝
え
ら
れ
、
ペ
ル
シ
ア
帝
国
独
自
の
拝
時
教
を
駆
逐
し
た
と
考
え
て

い
る
。

〈
５
世
紀
の
中
央
ア
ジ
ア
の
宗
教
状
況
〉
　
イ
ラ
ン
の
宗
教
史
を
考
え
る
上

の
１
つ
の
焦
点
は
、５
世
紀
の
中
央
ア
ジ
ア
の
宗
教
状
況
で
あ
る
。４

世
紀
の
ク
シ
ャ
ノ・サ
ー
サ
ー
ン
朝
の
コ
イ
ン
の
銘
文
に
も
、「
ゾ
ロ
ア

ス
タ
ー
伝
説
」に
因
ん
だ
銘
文
が
登
場
す
る
。こ
の
当
時
、バ
ク
ト
リ

ア
で
は
、大
乗
仏
教
と
拝
火
儀
礼
と
の
習
合
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、ソ
グ
ディ
ア
ナ
で
は
、大
乗
仏
教
と
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
が
共
存

し
て
い
た
。発
表
者
は
、大
乗
仏
教
と
共
存
し
た
段
階
の
中
央
ア
ジ
ア・

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
が
、６
世
紀
に
イ
ラ
ン
で
成
立
し
た
二
元
論
的
ゾ

ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
て

い
る
。

〈
奈
良
県
事
業
参
加
を
通
し
て
〉
　
２
０
１
４
～
２
０
１
７
年
度
に
奈
良

県
が
実
施
し
た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
東
西
文
化
交
流
研
究
事
業
調
査
か
ら
、

以
下
の
よ
う
な
示
唆
を
得
た
。

・ 

調
査
：
タ
ジ
キ
ス
タ
ン・ペン
ジ
ケ
ン
ト
で
は
、７
～
８
世
紀
に
拝
火

神
殿
と
仏
教
寺
院（
い
ず
れ
も
伝
承
）と
が
並
立
し
て
い
た
。エ
サ
ン
ボ

イ
で
は
、ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
と
仏
教
と
儀
礼
面
で
は
融
合
し
て
い
た
事

実
を
裏
付
け
る
出
土
品
が
あ
っ
た
。 

（
２
０
１
４
年
）

・ 

調
査
：
か
つ
て
の
ソ
グ
ディ
ア
ナ
と
呼
ば
れ
る
地
域
の
拝
火
壇
は
ポ
ー

タ
ブ
ル
化
し
て
い
た
。 

（
２
０
１
５
年
）

・ 

調
査
：
逆
に
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
・
ホ
ラ
ズ
ム
に
は
純
粋
な
形
の
ダ

フ
マ
（
葬
送
施
設
）
が
あ
り
、
砂
漠
都
市
に
は
中
央
に
拝
火
神
殿
が

あ
っ
た
。 

（
２
０
１
６
年
）

・ 

キ
ル
ギ
ス
で
は
仏
教
寺
院
と
キ
リ
ス
ト
教
会
と
が
市
街
中
央
部
、ゾ
ロ

ア
ス
タ
ー
教
寺
院
が
城
壁
外
に
あ
っ
た
。 

（
２
０
１
６
年
）

・ 

西
域
都
護
府
に
は
中
心
市
街
に
仏
教
寺
院
が
あ
り
、ア
ウ
タ
ー
に
ゾ
ロ

ア
ス
タ
ー
教
徒
の
墓
が
多
く
存
在
し
た
。 

 （
２
０
１
７
年
）

・ 

以
上
の
調
査
を
か
ら
、中
央
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
イ
ラ
ン
に
お
け
る
よ

う
な
ピ
ュ
ア
な
形
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
は
存
在
せ
ず
、大
乗
仏
教
的
な

も
の
と
混
じ
り
合
っ
て
い
る
。こ
の
こ
と
が
今
後
の
研
究
の
つ
の
前
提

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

Zoroastrianism and Mahayana Buddhism
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私の出会ったゾロアスター教

東大寺　長老

森本 公誠
Kousei  MORIMOTO

◎ 

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
研
究
を
専
門
と
し
な
い
な
か
で
も
、学
び
の
合
間
に
ゾ
ロ
ア

ス
タ
ー
教
事
情
に
出
会
う
こ
と
が
あ
る
。そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
見
る
こ

と
で
、大
乗
仏
教
と
は
ど
の
よ
う
な
係
わ
り
合
い
が
あ
る
の
か
、３
つ
の
テ
ー

マ
を
挙
げ
、問
題
提
起
の
一
助
と
し
た
い
。

※
要
チ
ェ
ッ
ク
箇
所

１.

ア
ラ
ブ
の
地
理
書
に
見
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒

◎
イ
ス
タ
フ
リ
ー
（
９
５
１
頃
没
）『
諸
道
諸
国
誌
』よ
り
抜
粋・要
約
。

（
１ 

）フ
ァ
ー
ル
ス
で
は
啓
典
の
民
の
宗
教
の
う
ち
で
も
、ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

教
徒
が
も
っ
と
も
多
い
。

（
２ 

）フ
ァ
ー
ル
ス
の
拝
火
寺
院
に
つ
い
て
は
、〔
…
〕各
地
域
に
多
数
の

拝
火
寺
院
が
存
在
し
、私
の
計
算
や
記
憶
に
収
ま
ら
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

な
か
で
も
信
者
た
ち
が
も
っ
と
も
崇
敬
し
て
い
る
著
名
な
寺
院
は

カ
ー
リ
ヤ
ー
ン
拝
火
寺
院
で
あ
る
。

（
３ 
）ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
宗
教
的
慣
習
で
は
〔
教
え
に
反
し
た
女
性
教

徒
は
〕し
か
る
べ
き
拝
火
寺
院
の
奉
仕
者
に
よ
っ
て
〔
…
〕牛
の
尿

に
よ
っ
て
浄
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
４ 

）フ
ァ
ー
ル
ス
の
人
々
に
は
３
つ
の
言
語
が
あ
る
。そ
の
一
つ
は〔
…
〕

ペ
ル
シ
ャ
語
で
、〔
…
〕大
抵
の
人
に
と
っ
て
理
解
で
き
な
い
こ
と

は
な
い
。次
は
〔
…
〕パ
フ
ラ
ビ
ー
語
と
い
い
、ペ
ル
シ
ャ
人
で
も
こ

れ
を
理
解
す
る
に
は
注
釈
が
必
要
で
あ
る
。次
は
ア
ラ
ビ
ア
語
で
、

〔
…
〕大
抵
の
一
般
人
で
も
使
っ
て
い
る

◎
イ
ブ
ン=

ハ
ウ
カ
ル
（
９
７
９
頃
没
）『
大
地
の
姿
』よ
り
抜
粋・要
約
。

・ 

上
記（
２
）～（
４
）と
ほ
と
ん
ど
同
一
の
記
述
が
あ
る
。

（
５ 

）フ
ァ
ー
ル
ス
に
は
ユ
ダ
ヤ
教
徒
、キ
リ
ス
ト
教
徒
、ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

教
徒
が
住
ん
で
い
る
。
サ
ー
ビ
ア
教
徒
や
サ
マ
リ
ヤ
教
徒
は
い
な

い
。諸
宗
教
の
な
か
で
も
っ
と
も
多
い
の
は
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
で

あ
る
。

（
６ 

）フ
ァ
ー
ル
ス
で
は
黒
色
イ
ン
ク（
墨
）が
生
産
さ
れ
て
い
る
。〔
…
〕

中
国
製
を
除
け
ば
、ど
ん
な
国
の
イ
ン
ク
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
古
代
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
の
も
っ
と
も
偉
大
な
拝
火
燃
焼
、

つ
ま
り
煤
そ
の
も
の
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

◎ 

ム
カ
ッ
ダ
ス
ィ
ー（
９
９
９
頃
没
）『
諸
地
域
の
知
識
に
関
す
る
最
良
の
区
分
』

よ
り
抜
粋・要
約
。

（
７ 

）カ
ー
リ
ヤ
ー
ンKāriyān

は
小
さ
な
町
だ
が
村
の
人
口
は
多
い
。こ
こ

に
は
拝
火
寺
院
が
あ
っ
て
、人
々
は
と
て
も
崇
敬
し
て
お
り
、そ
の
寺

院
の
火
を
他
の
地
方
に
運
ん
で
い
る
。

（
８ 

）遺
体
は
衣
服
を
脱
が
せ
、男
た
ち
が
柩
を
担
い
で
先
頭
を
歩
き
、女

た
ち
が
後
ろ
に
続
く
。〔
…
〕
（
別
の
写
本：ホ
ー
ズ
ィ
ス
タ
ー
ン
と

同
様
に
）笛
や
太
鼓
を
葬
儀
場
や
墓
地
で
鳴
ら
す
。ペ
ル
シ
ャ
人
が
住

む
州
で
は
、墓
地
に
出
か
け
る
さ
い
に
コ
ー
ラ
ン
の
章
句
を
読
む
こ
と

は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

※
要
チ
ェ
ッ
ク
箇
所

２.

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
痕
跡

◎ 

西
安
出
土
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
・
漢
両
文
併
記
墓
誌

（
漢 

文
）神
策
軍
散
兵
馬
使
蘇
諒
の
妻
馬
氏
が
咸
通
15
年
２
月
28
日

（
８
７
４
年
３
月
19
日
）午
後
４
時
に
26
歳
で
没
し
た
。

（
パ 

フ
ラ
ビ
ー
文
）こ
れ
は
ス
ー
レ
ー
ン
家
の
出
た
る
左
神
策
軍
の
、永
霊

者
た
る（
今
は
亡
き
ま
た
は
故
）〔
一
〕騎
長
の
娘
に
し
て
、王
族
の
永

霊
者
マ
ー
シ
ー
シ
ュ
が
、永
霊
者
ヤ
ズ
ド
カ
ル
ト〔
三
世
〕の
２
４
０

年
、唐
朝
の
２
６
０
年
、威
光
赫
々
た
る
常
勝
の
大
王
の
咸
通
15
年
、

そ
し
て
ス
パ
ン
ダ
ル
マ
ト
月
ス
パ
ン
ダ
ル
マ
ト
日〔
す
な
わ
ち
〕建
卯

の
月
〔
に
、
彼
女
は
年
〕
26
で
遁
世
者
と
な
っ
た
。
そ
し
て
彼
女
の

坐
所
は〔
今
や
〕最
勝
界
た
る
ガ
ロ
ー
ド
マ
ー
ン
に
お
い
て
オ
ー
フ
ル

マ
ズ
ド
と
ア
マ
ス
ラ
ス
バ
ン
ド
諸
神
と
と
も
に
あ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

〔
彼
女
に
〕平
安
〔
あ
れ
〕。（
一
部
略
）

・ 

長
安
に
は
義
寧
坊
に
景
教（
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
キ
リ
ス
ト
教
）大
秦
寺
が
あ
り
、

崇
化
坊
に
は
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
寺
院
の
祆
寺
が
あ
っ
た
。

・ 

両
言
語
の
銘
文
を
対
比
し
て
興
味
深
い
の
は
、漢
文
で
妻
と
の
み
あ
っ
た
馬
氏

特 別
講 演
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マ
ー
シ
ー
シ
ュ
が
パ
フ
ラ
ヴィ
ー
文
で
は
蘇
諒
の
娘
で
あ
る
と
明

記
さ
れ
て
い
た
こ
と
。玄
奘
な
ど
西
域
を
旅
し
た
求
法
僧
が
波
斯

国
（
ペ
ル
シ
ア
）の
習
俗
に
触
れ
、ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
の
近
親

婚
を
嫌
悪
す
べ
き
こ
と
と
し
て
報
告
し
て
い
る
が
、こ
こ
に
最
近

新
婚
の
実
例
を
見
出
す
。ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
で
は
近
親
婚
は
功
徳

が
あ
る
と
宗
教
的
に
勧
め
ら
れ
て
き
た
。

◎ 

正
倉
院
宝
物
「
羊
木
臈
纈
屏
風
」と
ソ
グ
ド
の
都
ア
フ
ラ
シ
ア
ー

ブ
の
宮
殿
壁
画

・ 

伊
藤
義
教
著『
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
研
究
』（
岩
波
書
店
、１
９
７
９
）、

同
『
ペ
ル
シ
ア
文
化
渡
来
考
』（
岩
波
書
店
、１
９
８
０
）。と
く

に
後
者
は
正
倉
院
宝
物
の
謎
解
き
や
二
月
堂
修
二
会
に
つ
い
て
の

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
的
解
釈
を
施
す
。正
倉
院
宝
物
「
羊
木
臈
纈
屏

風
」の
大
き
な
巻
き
角
を
も
つ
羊
の
デ
ザ
イ
ン
は
現
サ
マ
ル
カ
ン

ド
郊
外
の
ソ
グ
ド
の
都
ア
フ
ラ
シ
ア
ー
ブ
の
宮
殿
で
発
見
さ
れ
た

壁
画
の
羊
と
瓜
二
つ
。ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
は
同
じ
イ
ラ
ン
系
の
ソ

グ
ド
人
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
。

◎ 

東
大
寺
二
月
堂
修
二
会
に
お
け
る
結
界

・ 

修
二
会
に
つ
い
て
、と
く
に
結
界
と
い
う
概
念
に
絞
っ
て
補
足
し

た
い
。結
界
と
は
、仏
教
で
は
元
来
僧
侶
た
ち
が
戒
律
な
ど
を
維

持
す
る
た
め
に
一
定
区
画
を
限
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、仏
教
が
密

教
化
し
た
り
神
仏
習
合
が
進
ん
だ
り
し
て
く
る
と
、修
行
道
場
な

ど
に
魔
障
が
入
ら
な
い
よ
う
に
特
別
の
修
行
法
を
行
う
よ
う
に

な
っ
た
。方
法
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、一
定
区
画
の
聖
域
化
を
図
る

も
の
で
、浄
め
の
方
法
に
こ
だ
わ
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
宗
教
観

に
も
通
じ
る
。そ
の
よ
う
な
結
界
が
二
月
堂
の
修
二
会
で
も
、次

の
よ
う
な
か
た
ち
で
行
わ
れ
て
い
る
。

・ 〈
注 

連
縄
〉 

二
月
堂
一
帯
を
聖
な
る
空
間
と
し
て
設
定
す
る
目
的

で
、２
月
21
日
か
ら
３
月
14
日
ま
で
注
連
縄
を
張
る
。

・ 〈
格 

子
戸
〉

 

二
月
堂
の
礼
堂
部
分
は
結
界
を
意
味
す
る
荒
い
格
子

戸
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
、男
性
の
み
入
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

・ 〈
溝 

〉 

本
尊
十
一
面
観
世
音
菩
薩
が
安
置
さ
れ
て
い
る
内
陣
は
、

も
っ
と
も
聖
な
る
空
間
で
あ
り
、礼
堂
と
隔
て
る
た
め
に
、

ジ
ク
と
い
う
川
に
見
立
て
た
溝
が
そ
の
周
囲
を
取
り
巻
い
て

い
る
。

・ 〈
牛 

と
灯
心
〉 

旧
暦
２
月
12
日
（
今
は
新
暦
の
３
月
12
日
）は
、

夜
半
に
二
月
堂
下
の
若
狭
井
か
ら
聖
水
を
汲
む
も
っ
と
も
重

要
な
儀
式
の
日
。そ
の
準
備
の
一
環
と
し
て
、内
陣
は
綺
麗

に
掃
き
清
め
ら
れ
、本
尊
を
祀
る
須
弥
壇
上
を
一
周
す
る
か

た
ち
で
、牛
の
小
像
の
両
角
が
、予
め
用
意
し
て
長
く
繋
い

で
あ
っ
た
灯
心
で
結
ば
れ
る
。

◎ 

ソ
グ
ド
人
墓
葬
棺
床
屏
風

・ 

Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
美
術
館
が
所
蔵
す
る
棺
床
屏
風
は
中
国
北
部
の
墓
か

ら
出
土
し
、今
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、長
方
形
の
棺
台
の
上
に
立

て
ら
れ
て
い
た
。時
代
は
北
朝
の
６
世
紀
。

・ 
何
ら
か
の
公
的
立
場
に
あ
っ
た
有
力
な
ソ
グ
ド
人
を
祀
っ
た
も
の

ら
し
く
、ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

・ 

こ
こ
に
は
、次
の
よ
う
な
浮
彫
が
施
さ
れ
て
い
る
。

・ 

葬
儀
場
面
：
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
祭
司
が
火
を
汚
さ
な
い
よ
う
に

口
に
覆
い
を
か
け
、拝
火
壇
の
前
に
立
っ
て
い
て
い
る
。拝
火
壇

は
持
ち
運
び
可
能
な
小
型
の
香
炉
状
の
も
の
。

・ 

祭
司
の
下
に
は
、ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
葬
儀
で
重
要
な
役
を
果
た

す
と
い
う
一
匹
の
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。犬
が
凝
視
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、穢
れ
た
魂
が
追
い
払
わ
れ
る
の
だ
と
い
う
。

・ 

天
上
界
と
地
上
界
：
四
臂
の
女
神
が
２
本
の
腕
を
上
に
挙
げ
て
日

月
を
持
ち
、あ
と
２
本
の
腕
は
ラ
イ
オ
ン
の
頭
飾
り
の
う
え
に
置

い
て
い
る
。女
神
は
ク
シ
ャ
ー
ン
朝
の
貨
幣
に
見
ら
れ
る
ナ
ナ（
ナ

ナ
イ
ア
）で
、ア
ナ
ヒ
ー
タ
女
神
と
同
一
視
さ
れ
る
。女
神
ナ
ナ
が

両
腕
で
日
月
を
捧
げ
持
っ
て
い
る
と
い
う
構
図
は
二
月
堂
本
尊
観

音
菩
薩
の
光
背
の
裏
面
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

３.

大
乗
仏
教
の
生
成

◎ 

大
乗
仏
教
の
生
成
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
影

響
説
が
あ
る
。だ
が
何
を
も
っ
て
影
響
が
あ
っ
た
と
す
る
の
か
、果

た
し
て
根
本
的
な
史
料
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
、心
も
と
な
い
限
り

で
あ
る
。こ
れ
に
は
前
提
と
し
て
、初
期
仏
教
が
の
ち
に
大
乗
仏
教

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
思
想
に
な
ぜ
変
質
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
か
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

◎ 

ブ
ッ
ダ
没
後
、数
百
年
も
す
る
と
、イ
ン
ド
は
周
辺
の
異
民
族
が

次
々
と
侵
入
す
る
動
乱
の
時
代
に
入
り
そ
れ
が
数
世
紀
に
わ
た
っ

て
続
い
た
。西
北
イ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
一
帯
は
、略
奪・強
盗・

殺
人
が
日
常
茶
飯
事
と
な
り
、人
々
は
塗
炭
の
苦
し
み
を
味
わ
っ

た
。苦
し
み
か
ら
の
救
い
を
求
め
て
、人
々
は
た
だ
ひ
た
す
ら
仏
塔

の
周
り
を
廻
り
、ブ
ッ
ダ
の
再
来
を
願
っ
た
。こ
の
よ
う
な
民
衆
の

願
い
に
応
え
よ
う
と
、主
と
し
て
在
家
の
仏
教
者
の
な
か
か
ら
、み

ず
か
ら
の
解
脱
よ
り
も
他
者
の
救
済
を
め
ざ
す「
菩
薩
」と
呼
ば
れ

る
人
々
が
登
場
し
、現
実
の
苦
し
み
か
ら
の
救
い
を
説
い
た
。こ
の

過
程
に
お
い
て
、歴
史
上
の
ゴ
ー
タ
マ=

ブ
ッ
ダ
は
時
空
を
超
え
、

あ
た
か
も
救
世
主
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、過
去
や
未
来
に
存
在
す
る

仏
陀
、永
遠
に
存
在
す
る
仏
陀
、十
方
の
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
も
存
在

す
る
仏
陀
な
ど
、数
限
り
な
い
新
た
な
仏
陀
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

初
期
仏
教
徒
た
ち
が
シ
ャ
カ
ム
ニ
の
没
後
、無
仏
で
あ
る
こ
と
に
堪

え
て
い
た
の
と
は
大
い
に
異
な
る
。無
仏
か
ら
多
仏
へ
の
変
換
は
仏

教
思
想
の
根
本
的
な
変
質
を
意
味
す
る
。救
済
の
方
法
論
を
め
ぐ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
が
現
れ
た
が
、ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
な
ど
の
影
響

も
こ
の
よ
う
な
大
乗
仏
教
生
成
の
文
脈
の
な
か
で
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。




